
人口減少先進地の挑戦！
地域を超えて支えあう、

「お互いさま」が広がるプロジェクト
ヒダスケ！
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●平成16年２月１日に、古川町、河合村、宮川村、神岡町の２町２
村が合併。

●岐阜県の最北端に位置し、北は富山県、南は高山市、西は白川村。
●人口：23,165人・高齢化率：39.65％

岐阜県飛騨市
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『人口減少先進地』：加速する人口減少・高齢化

※出典：総務省 国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所 将来推計人口、総務省
住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数

飛騨市はこの30年で全国の
倍のスピードで人口減少す
る過疎地域

飛騨市はすでに日本の30年
後を上回る高齢化率である
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2017年１月 飛騨市ファンクラブをスタート！

・2017年（平成29年1月）設立
・現在、会員数9,000人を突破！
・楽天Edyの会員証（利用額の0.1％が楽天から
飛騨市に寄附するスキーム）

飛騨市に心を寄せてくださる方を見える化して、
直接コミュニケーションがとれる仕組みを構築。
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飛騨市ファンクラブ会員との交流から気づいた「関係人口」

ファンの集いやバスツアーなどを開催し
ながら、会員と交流を深めて、約３年。
「スタッフとしてお手伝いしてもいいで
すか？」と遠方から飛騨市に来て下さる
会員が出現！！
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2020年４月 『ヒダスケ！』をスタート！

飛騨市ファンの声から生まれ、発展
した『ヒダスケ！』

飛騨市内にある様々な困りごとの解
決のために、全国の皆さんの力をお
借りして、楽しく交流をしながら支
えあいを生み出すマッチングサービ
スを開始。

6



■困りごと
「岐阜の宝もの」にも選ば
れる日本の原風景。
集落８軒15名。高齢化
（56.25％）により、集落
では景観保全作業が困難。

■ヒダスケの内容
景観保全のための石積修繕
や草刈り作業を実施
→１年間で189名が参加
し、180㎡を補修し、復活
させる。

プログラムのご紹介【景観保全作業編】
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■ヒダスケ！内容
・みょうが畑の作業である草刈り、間引き、収穫（4月・6月・8月）
を参加者と地元の方と行う。

・参加者の中で希望する方には、畑の区画を『myみょうが畑』と
して提供。

→953㎡のみょうが畑が復活！

プログラムのご紹介【種蔵地区作業編】
■困りごと
宮川町種蔵地区の景観保全に欠
かせない『農業』が高齢化によ
り困難。
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■困りごと
・農業の繁忙期は、1～２か月。求人しても人が見つからない。
・耕作放棄地が増えている。
（全盛期の１/４が耕作放棄地になっている）

■ヒダスケ！内容
・誰でも参加しやすい収穫や出荷作業をお手伝い→出荷量増加

プログラムのご紹介【農業編】
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■困りごと
特産品の発信やブランド化をしたいが、ノ
ウハウがない。

■ヒダスケ！内容
・市内事業者が生産する特産品のレシピ考
案や広報や企画をオンラインでお手伝い。
・新聞掲載、SNSでの広報につながる。

プログラムのご紹介【レシピ・広報編】
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ヒダスケ！の実績（2020年４月～2022年２月の取り組み）

・プログラム実施数：105
・参加人数：1,021人

ヌシ（主催者）の声

・飛騨を愛する方たちと出会えて楽しい。
・支えてくださる方がいて、この地域に住
み続けて良かった。頑張っていきたい。

・商品を買ってくださる方やクラウドファ
ンディングをしてくださる人がいた。

・継続的なつながりが持てた。
・人手不足解消の一助になった。
・仕事がはかどった。

ヒダスケ（参加者）の声

・地元の方々と交流できて嬉しかった。
今後も交流や商品を注文したい。

・なかなかお会いできない方に会えたり、
特別な体験ができて嬉しかった。

・市民の方のアツい想いを知ることがで
きて共感できた。今後も関わりたい。

・少しでも役に立てているのなら嬉しい。

・サポートクラウドファンディング：15
・総支援者 4,090人 44,886,256円

地元金融機関と連携し、市内のクラウドファンディングをサポート！
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ヒダスケ！による地域の変化

・地域内外での往来・助けあいが生まれ、「お互いさま」の精神で
地域の人々がエリアを超えて助け合う土壌が育まれている。

・交流によって活動に力が入ったり、新たな商
品化にチャレンジする動きが生まれている。
・移住者が地域の方とつながる仕組みとしても
機能。
・まちの賑わいが生まれ、地域の魅力を維持す
る原動力になっている。 12



他地域との連携・情報交換の強化

地域課題や市民の困りごとを交流の資源と
することは、どの地域でも可能。
飛騨市の取り組みや研究内容を他地域に発
信し、情報交換をしながら、「関係人口」
に着目した個性と特色ある事業が全国各地
で展開されるよう努めていきます。

↑島根県でスタートした『しまっち！』
ヒダスケ！をモデルに情報交換をしながら
サービスを設計。

↑東京大学や国立研究開発法人水産研究・教育機構水産資源研
究所と協業し「関係人口」について研究し、研究結果を広く広
報しています。 13



人口が減少しても「サポーターが増え続ける豊かな地域」の実現

地域内外いろんな人が関われる懐の広いまちづくり
「うれしい！楽しい！面白い！」を追求する活動の展開
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